
IT プロジェクトでは、ユーザーの要求を適切・明確に定義する能力が益々求められています。
上流工程におけるユーザーの業務課題の発見、これがプロジェクト成功の第一歩です。

・「失敗プロジェクト」から失敗の本質を知る
・そのままでは ITプロジェクトは永遠に失敗し続ける
・まずは業務プロセス指向でユーザー業務課題を発見することから始める
・ユーザーと共通認識に基づくコミュニケーションをすることが重要

3/6（月）
18時 20分～ 19時 50分
（受付開始 18時 00分 )　

悩めるシステム開発（上流工程） 「なるほど！納得」  無料セミナー

「ITプロジェクトの失敗から学べ！  いかにユーザー要求を分析して成功させるか」

定　員：[ 東京 ] 20 名　　[ 大阪 ] 10 名 
参加費：無料 　 ※定員になり次第締め切りとなります
対象者： 

講演者紹介

田村 英二
一般社団法人ビジネス
プロセス・アーキテクト
協会 理事長

▶ 裏面ではセミナーアジェンダをご紹介

★
★好評！『夜の無料セミナー』vol.18開催します。

ポイント！ 「夜セミは
いいね！」

仕事帰りに
参加可能！

お忙しい皆
様のため

の

夜の無料
セミナー開

催

のご案内
です。

★★

お申込み
受付中

グローバルな会計監査会社及び AT&T におい
て、先駆的なビジネスを ITと連携させるコンサ
ルティングサービスを経験。1998 年に独立し、
経営と IT を統合するプロジェクトの推進を結果
が出るまで比較的長期に渡り支援を実施。その
成果を踏まえ、業務改革 /ITプロジェクトの成功
確度を高める手法を体系化することを意図し、
一般社団法人ビジネスプロセス・アーキテクト
協会を専門家メンバーと共に設立。現在、実践と
理論化の両面を推進し、普及活動を実施中。

● お問い合せ先   フリーダイヤル： 0120-623-629  ＜9：00～17：00 土日祝日弊社休日をのぞく＞
eメール　　　 ： contact@i-learning.jp

● セミナーのお申込みはWebから！
http://www.i-learning.jp/seminar/yorusemi18.html

▶悩めるシステム開発（上流工程） 「なるほど！納得」 無料セミナー◀

ユーザー要求の分析が不十分のまま、要件定義をはじめていませんか？

IT プロジェクトの失敗から学べ！
  いかにユーザー要求を分析して成功させるか

開催場所：
●［東京］ アイ・ラーニング茅場町
　研修センター  2階 ＜201教室＞ 
●［大阪］ アイ・ラーニング大阪
　研修センター ＜1102教室＞ （サテライト会場）
　※大阪は、東京会場で実施するセミナーの同時配信を
　　ご覧いただきます

●  これからシステム構築の上流工程である要求定義や
　   要件定義を行おうとする方、また、その実践力を深めたい方
　  そういったスキルを持つ人物を育成したい管理者の方
●  社内でシステム要求定義 / 要件定義する方、もしくは SIerと 
      してお客様のシステム要求定義 / 要件定義をされる方
●  セミナーのテーマにご興味のある方

ビジネス要求とシステム要求がつながらない業種・業務知識の不足

経営分析 システム化計画 システム開発

＜ビジネス要求＞ ＜業務プロセス設計＞

＜システム要件からシステム開発＞

要件定義 設計 開発 テスト

トラブル不十分なまま開始

IT プロジェクトの失敗から学べ！
  いかにユーザー要求を分析して成功させるか

要求定義：「～したい」  と利用者側の希望、ビジネスで何が必要なのかなどを記載したもの
要件定義：「～が必要」  システムの仕様書、システムが何をしなければならないかなどを記載したもの



ビジネスプロセス管理（関連）コースのご紹介

  「IT プロジェクトの失敗から学べ！
　 いかにユーザー要求を分析して成功させるか」 無料セミナー
    日時：2017年 3月6日（月）  18：20～19：50　＜受付18：00より ＞
場所：アイ・ラーニング茅場町研修センター201教室  

本社：〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町4-3 国際箱崎ビル
大阪：〒540-6111 大阪市中央区城見2-1-61 ツイン21MIDタワー11F
 

●コースの詳細、お申し込みは   
　http://www.i-learning.jp/service/it/topics/ad_bi005.html

● お問い合せ先   フリーダイヤル： 0120-623-629  ＜ 9：00～17：00 土日祝日弊社休日をのぞく＞
eメール　　　 ： contact@i-learning.jp

検索i-learning  BI005

オープニング 
１．よく見受ける IT プロジェクト失敗事例
２．その原因を表す共通の言葉とは？
３．プロジェクトを成功させる２つの『要（かなめ）』
４．関連コースのご紹介
　　BI005 業務プロセス指向のシステム要求分析 ー
　　ユーザー業務課題の発見
クロージング 

・地下鉄東西線 / 日比谷線・茅場町駅 4 番 b 出口より徒歩 5 分
・地下鉄半蔵門線・水天宮前駅 2 番出口より徒歩 8 分

20170202_夜セミナー（0306）Vol.18-01

〒103-0015
東京都中央区日本橋箱崎町4-3
国際箱崎ビル
アイ・ラーニング 研修センター
フリーダイヤル：0120-623-629■セミナー会場（東京）

● アイ・ラーニングは、次代を担う人財の育成を支援します

ローソン

五反田　   ：5/25-26
神田錦町：8/28-29 

▶ビジネスプロセス管理（関連） コース　
　　上流工程におけるシステム要求分析力を、関連コースと一緒に学べます。

要求開発方法論入門

BI005                    1日ED040                    2 日

講師からの一言
それぞれの経験あるいは目的に合わせて「要求開発方法論入門」、「業務プロセス設計 BPMの基礎」を
連続で、また、個別に受講していただく事ができます。

茅場町：5/10
茅場町：8/21

茅場町：5/16
茅場町：8/22

BI002                    1日

業務プロセス設計 
BPM の基礎

118,800 円（税込） 64,800 円（税込）

業務プロセス指向の
システム要求分析－
ユーザー業務課題の発見

54,000 円（税込）

■ 受  講  料
■ 期　　間
■ 対  象  者

■ 前提条件

54,000 円（税込）
1日
これからシステム構築の上流工程である要求定義を行おうとする方、ま
た、その実践力を深めたい方
ソフトウェア開発工程の全体概要、特に上流工程の概要を理解している
または「ビジネス・アプリケーション・システム開発の基礎 (ED001)」
を受講している

■ 学習内容 1.ツール・技法の利用シーンと利用目的
2.BPMN 及び UMLを利用したプロセス機能表現方法
3. 実例による実践学習　前半 (PC 利用 )
4. 実例により実践学習　後半 (PC 利用 )
5. 見える化実践課題　
6. 業務改善課題発見への TIP 集
7. ユーザー業務課題の解決 (イントロダクション )

これからシステム構築の上流工程である要求定義を行おうとする方、また、その実践力を深めたい方に向けたコースです。
現状の業務を正しくモデル化する BPMNツールを用いて、AsIs 業務モデルを表現し、そのモデルに基づいて各ステークホルダーと業務分析や、
要求定義の課題についてディスカッションする演習までを行うことにより、そのスキルを実践的に身につけることができます。

コース概要


